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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
第
66
回
日
本
胸
部
外
科

学
会
学
術
集
会
（
近
藤 

丘
会

長
）
の
総
会
で
理
事
長
に
再
任

承
認
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
過
去
2
年
間

の
経
験
を
基
に
残
り
2
年
間
に

全
力
を
注
入
し
た
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

ん
。実
際
の
指
導
に
当
た
る「
指

導
医
」
も
必
要
で
、
こ
れ
ら
の

仕
事
量
を
勘
案
す
る
と
基
幹
研

修
施
設
に
は
少
な
く
と
も
一
名

の
専
門
医
ク
ラ
ス
な
い
し
事
務

員
の
増
員
が
必
要
に
な
り
そ
う

で
す
。
関
連
施
設
で
は
「
指
導

医
」
の
存
在
は
必
須
で
、
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
専
攻
医

を
指
導
し
、
基
幹
研
修
施
設
の

専
門
医
研
修
管
理
委
員
会
と
連

携
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
密
度
に
応
じ
て
仕
事
量

が
増
加
し
ま
す
。と
こ
ろ
で「
専

門
医
制
度
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
整

備
指
針
」に
謂
う
と
こ
ろ
の「
指

導
医
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
は

指
針
で
は
何
も
触
れ
て
い
ま
せ

ん
。
専
攻
医
の
指
導
体
制
に
つ

い
て
も
我
々
で
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
の 

専
門
医
研
修
に
つ
い
て

新
専
門
医
制
度
の
骨
格
に
つ

い
て
、
一
つ
の
懸
念
は
整
備
指

針
に
「
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

の
専
門
医
研
修
は
基
本
領
域
の

専
門
医
取
得
後
に
開
始
す
る
。」

と
あ
る
点
で
す
。

現
行
制
度
で
は
外
科
専
門
医

研
修
中
の
心
臓
血
管
外
科
、
呼

吸
器
外
科
に
関
わ
る
研
修
内
容

は
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

医
研
修
の
履
修
単
位
と
し
て
も

カ
ウ
ン
ト
で
き
る
、
す
な
わ
ち

外
科
専
門
医
研
修
中
に
既
に
サ

ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
研

修
も
進
行
し
て
い
る
体
裁
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
上
記
指

針
に
従
う
と
す
れ
ば
、
サ
ブ
ス

ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
研
修
は

外
科
専
門
医
資
格
取
得
後
に
初

め
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
、
研
修
年
数
を
何
年
と
す
る

か
に
も
よ
り
ま
す
が
、
サ
ブ
ス

ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
取
得
ま

で
の
年
数
が
今
よ
り
も
長
く
な

る
こ
と
は
確
か
で
す
。
現
行
制

度
に
お
い
て
も
既
に
、
専
門
医

資
格
取
得
ま
で
長
年
か
か
り
す

ぎ
る
、
と
の
批
判
が
あ
り
、
胸

部
外
科
学
会
と
し
て
は
外
科
専

門
医
研
修
中
か
ら
サ
ブ
ス
ペ
シ

ャ
ル
テ
ィ
研
修
開
始
と
い
う
現

行
制
度
維
持
を
日
本
外
科
学
会

と
確
約
し
、
と
も
に
要
望
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
専
門
医
制
度
の 

課
題新

専
門
医
制
度
の
課
題
と
し

て
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
は
、
専
攻
医
は
研
修
期
間

中
は
研
修
施
設
群
の
内
に
留
ま

る
、
即
ち
研
修
施
設
群
か
ら
の

移
動
が
難
し
く
な
る
、
と
い
う

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

整
備
指
針

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
指
針

で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
体
制

整
備
の
一
環
と
し
て
指
導
医
と

専
攻
医
に
よ
る
双
方
向
の
評
価

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
医

が
専
攻
医
を
評
価
す
る
の
は
当

然
と
し
て
も
、
新
制
度
で
は
専

攻
医
が
指
導
体
制
を
評
価
す
る

こ
と
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
を

担
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
研
修

の
質
を
高
め
よ
う
と
い
う
わ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
で
は

必
然
的
に
研
修
施
設
群
の
質
の

評
価
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

す
。
質
の
評
価
と
は
手
術
成
績

を
含
め
た
診
療
内
容
、
教
育
、

学
術
活
動
、
の
評
価
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
仕
事
は
日
本
専
門
医

機
構
の
一
組
織
で
あ
る
各
専
門

医
委
員
会
が
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
認
定
作
業
を
通
し
て
担
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
評
価
の
資
料

と
し
て
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

責
任
者
か
ら
の
報
告
の
他
に
日

本
胸
部
外
科
学
会
学
術
調
査
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
デ

ー
タ
等
が
考
え
ら
え
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
一
大

変
革
で
、
日
本
の
医
療
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
専
門

医
制
度
へ
の
歩
み
は
ま
さ
に
そ

の
変
革
へ
の
途
上
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の 

Ｉ
Ｆ
獲
得
に
つ
い
て

最
後
に
日
本
胸
部
外
科
学
会

雑
誌
（
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
）
のIm

pact 
Factor

獲
得
に
つ
い
て
、
改
め

て
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
論
文
の
引
用
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
誌
編

集
委
員
会
の
精
力
的
な
活
動
の

お
か
げ
で
仮
Ｉ
Ｆ
は
着
実
に
増

加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
は
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会

のofficial journal

、
日
本
心

臓
血
管
外
科
学
会
のaffiliated 

journal

に
も
指
定
さ
れ
、
胸

部
心
臓
外
科
領
域
の
日
本
を
代

表
す
る
唯
一
の
英
文
誌
と
の
位

置
付
け
に
な
り
ま
す
。
会
員
諸

氏
の
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
大
の
懸
案
は 

新
専
門
医
制
度
の
確
立

今
後
2
年
間
の
最
大
の
懸
案

は
新
専
門
医
制
度
の
確
立
で
あ

り
ま
す
。

厚
労
省
で
の
「
専
門
医
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
で
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
中
立
的
第
3
者
機
関
」
に
関

し
て
、
平
成
25
年
8
月
6
日
に

第
1
回「
日
本
専
門
医
機
構（
仮

称
）
組
織
委
員
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
の
日
本
専
門
医
機

構
（
仮
称
）
の
な
か
に
各
専
門

医
委
員
会
が
連
な
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
実
際
上
は
現
在
の

学
会
主
導
の
各
専
門
医
委
員

会
、
例
え
ば
3
学
会
構
成
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
や

呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同
委
員

会
の
委
員
の
一
部
な
い
し
は
全

部
が
代
表
・
代
弁
者
と
い
う
立

場
で
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。新

専
門
医
制
度
の
骨
格
は
①

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
を
導
入

し
、
②
日
本
専
門
医
機
構
（
仮

称
）
が
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認

定
し
、
専
門
医
認
定
も
行
い
、

③
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
す

る
現
場
と
し
て
研
修
施
設
群
を

形
成
す
る
、と
い
う
も
の
で
す
。

研
修
施
設
群
は
大
学
病
院
等
の

基
幹
病
院
と
協
力
病
院
で
構
成

さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
程
度
の
規

模
で
ど
の
よ
う
な
エ
リ
ア
と
す

る
か
は
未
定
で
す
。
エ
リ
ア
に

つ
い
て
は
「
研
修
施
設
と
し
て

は
都
道
府
県
と
連
携
し
つ
つ

…
」
と
の
文
言
が
「
在
り
方
委

員
会
」
の
答
申
に
み
ら
れ
ま
す

が
、
2
階
部
分
、
な
い
し
3
階

部
分
の
専
門
医
制
度
に
お
い
て

は
症
例
数
確
保
の
点
か
ら
こ
の

エ
リ
ア
は
も
っ
と
広
域
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
幹
研
修
施
設
は
自
ら
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

「
日
本
専
門
医
機
構
」
で
認
定

を
う
け
ま
す
。
更
に
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
責
任
者
を
置
き
、
専
門

医
研
修
管
理
委
員
会
を
設
置

し
、
専
攻
医
ご
と
の
研
修
実
績

記
録
を
集
積
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

こ
と
で
す
。
外
科
専
門
医
研
修

は
初
期
研
修
も
入
れ
て
5
年
と

な
る
よ
う
で
す
が
、
外
科
専
門

医
の
研
修
施
設
群
の
い
ず
れ
か

に
参
画
し
な
い
限
り
、
我
々
の

胸
部
外
科
関
連
施
設
に
は
卒
後

5
年
ま
で
の
外
科
医
は
存
在
し

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
研

修
期
間
を
3
～
5
年
と
仮
定
す

る
と
卒
後
8
～
10
年
ま
で
の
専

攻
医
は
研
修
施
設
群
に
と
じ
込

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

専
攻
医
が
獲
得
で
き
な
け
れ
ば

年
老
い
た
専
門
医
だ
け
の
施
設

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
混
乱
を
避
け
る
た
め

に
、
研
修
施
設
群
間
で
の
専
攻

医
の
移
動
を
可
能
に
す
る
制
度

を
設
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
大
学

院
を
新
専
門
医
制
度
に
ど
の
よ

う
に
組
み
込
む
か
、
で
す
。
指

針
に
は
大
学
院
に
つ
い
て
全
く

記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

基
礎
研
究
に
し
ろ
臨
床
研
究
に

し
ろ
、
し
っ
か
り
と
し
た
教
育

を
受
け
る
こ
と
は
臨
床
医
に
と

っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
、
降
圧

剤
に
関
す
る
臨
床
論
文
の
杜
撰

さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
研

究
に
関
す
る
教
育
の
重
要
性
は

い
く
ら
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
院

で
の
研
究
を
保
障
し
、
推
進
さ

せ
る
手
だ
て
は
、
自
己
申
告
に

よ
る
研
修
猶
予
年
数
を
認
め
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
多
様
な
大
学
院
制

度
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

坂田 隆造
（京都大学大学院医学研究科　器官外科学講座　
心臓血管外科学　教授）

1975年3月	 京都大学医学部卒業
1975年6月	 京都大学医学部第二外科入局
1982年7月	� Institut Mediteraneen de Cardiologie, Unite 

de Chirurgie Cardiovasculaire, Clinique de 
la Residence du Parc (France)

1984年4月	� Centre Medico-chirurgical de la Porte de 
Choisy Unite de Chirurgie Cardiovasculaire 
(France)

1985年6月	� 社会保険小倉記念病院心臓血管外科（医長）
1988年6月	� 国家公務員等共済組合連合会熊本中央病院

心臓血管外科（医長）
2000年1月	 鹿児島大学医学部外科学第二講座教授
2008年8月	� 京都大学大学院医学研究科器官外科学講座

心臓血管外科学教授
2011年4月	 京都大学医学部附属病院副院長

趣味：ゴルフ、読書　　好きな言葉：空

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

―

理
事
長
再
選
に
当
た
っ
て
の
所
信―

日
本
胸
部
外
科
学
会
理
事
長
　
坂
田 

隆
造
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こ
の
度
、
本
稿
執
筆
の
ご
依

頼
を
受
け
、
本
来
の
規
格
に
合

わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
は
自
ら
の
大
学
院
時
代
の
経

緯
と
教
育
課
程
を
省
み
て
、
食

道
外
科
医
師
に
と
っ
て
「
本
学

会
へ
の
入
会
の
必
要
性
」
に
つ

い
て
記
述
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
外

科
、「
食
道
外
科
研
究
室
」

へ
の
入
局
、
大
学
院
入
学

（
１
９
５
９
～
１
９
６
５
）

こ
の
時
期
、
慶
大
外
科
は
2

部
門
に
分
か
れ
、
食
道
外
科
は

心
・
肺
外
科
部
門
と
共
に
胸
部

外
科
部
門
（
赤
倉
一
郎
教
授
）

に
属
し
て
い
ま
し
た
。
小
生
は

食
道
外
科
部
門
を
創
設
さ
れ
た

赤
倉
先
生
の
下
で
大
学
院
生
活

を
送
り
、
1
年
目
：
基
礎
学
、

2
年
目
：
呼
吸
器
学
、3
年
目
：

一
般
消
化
器
外
科
手
術
、
4
年

目
：
博
士
論
文
の
作
成　

と
厳

格
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
ま

し
た
。
私
は
食
道
癌
の
病
理
学

よ
り
始
め
、
胸
部
診
断
、
消
化

器
外
科
手
術
を
修
得
し
ま
し

た
。
こ
の
修
練
に
よ
り
、
私
は

〝
食
道
外
科
医
は
胸
部
・
縦
隔

に
精
通
す
る
こ
と
な
く
し
て
患

者
に
役
立
つ
こ
と
は
出
来
な

い
〟
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

病
理
学
修
練
で
は
、
本
学
会
名

誉
会
員
：
掛
川
暉
夫
先
生
の
ご

指
導
を
受
け
、手
術
材
料
の〝
固

定
か
ら
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
作
成
、

顕
鏡
ま
で
〟
を
4
年
間
に
渡
り

「
食
道
癌
の
病
理
学
的
検
索
」

に
没
頭
し
ま
し
た
。

私
が
本
会
に
入
会
し
た
の
は

前
記
の
大
学
院
2
年
目
で
あ

り
、
こ
の
当
時
の
本
会
の
指
導

的
立
場
に
あ
っ
た
食
道
、
肺
、

心
の
各
部
門
の
先
生
方
と
本
音

で
語
り
合
え
る
機
会
に
め
ぐ
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く

の
指
導
者
に
接
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
も
赤
倉
一
郎
先
生
の

「
教
室
員
の
学
会
で
の
身
の
処

し
方
は
〝
他
の
大
学
の
先
生
と

の
交
流
を
大
切
に
す
る
こ
と
〟、

〝
慶
応
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
の
行

動
は
少
な
く
す
る
こ
と
〟」
と

の
教
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

す
な
わ
ち
他
流
試
合
の
勧
め
は

そ
の
後
の
私
の
学
会
活
動
の
中

核
的
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

愛
知
が
ん
セ
ン
タ
ー
、国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
勤
務
を
介

し
て
、食
道
外
科
医
に
と
っ

て
胸
部
外
科
学
会
参
加
の

重
要
性
を
再
認
識

大
学
院
卒
後
、
2
年
間
の
地

方
病
院
勤
務
後
、
慶
応
病
院
の

病
棟
医
長
勤
務
を
経
て
愛
知
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
食
道
外
科
部
門

の
責
任
者
と
し
て
出
張
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
（
１
９
７
４
年
12

月
）。
愛
知
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

は
本
会
特
別
会
員
：
故
―
唐
沢

和
夫
先
生
の
下
に
て
食
道
癌
の

治
療
方
針
、
手
術
、
術
後
管
理

を
一
手
に
引
き
受
け
る
場
を
与

え
て
頂
き
ま
し
た
。
愛
知
が
ん

セ
ン
タ
ー
の
外
科
部
門
は
生
体

を
頚
部
、
胸
部
、
腹
部
の
3
部

門
に
分
別
さ
れ
、胸
部
部
門（
第

2
外
科
）
に
は
乳
腺
外
科
、
肺

外
科
、
食
道
外
科
の
3
つ
の
外

科
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
臓
器
の
ス
タ
ッ
フ
数
は

1
～
2
人
と
少
な
く
、
従
っ
て

食
道
外
科
医
で
あ
り
な
が
ら
、

乳
が
ん
の
手
術
、
肺
が
ん
の
手

術
も
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
経
験
は
進
行
食
道

癌
の
肺
浸
潤
例
（
Ｔ
４
）
の
肺

合
併
切
除
術
、
乳
癌
の
胸
壁
浸

潤
例
の
胸
壁
合
併
切
除
術
、
頚

胸
境
界
領
域
食
道
癌
に
対
す
る

Radical N
eck D

issection

な

ど
の
胸
部
領
域
全
般
の
手
術
操

作
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
術
直
後
（
気
管

内
挿
管
チ
ュ
ー
ブ
抜
管
前
）
に

気
管
支
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
気

管
・
気
管
支
内
の
喀
痰
吸
引
と

ゆ
う
私
の
新
し
い
肺
合
併
症
対

応
に
も
協
力
を
頂
き
、後
の〝
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
の
喀
痰
吸
引
〟
と

ゆ
う
人
工
呼
吸
器
に
変
わ
る

「
食
道
癌
の
肺
合
併
症
対
策
」

の
樹
立
に
繋
が
る
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
愛
知
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
自
己
体
験
か
ら
の
実
感

が
あ
る
の
で
、
日
頃
か
ら
私
は

若
手
食
道
外
科
医
に
〝
安
全
・

根
治
を
目
指
し
た
食
癌
手
術
を

目
指
す
な
ら
、
日
本

胸
部
外
科
学
会
に
入

会
す
る
こ
と
〟
を
お

勧
め
し
て
い
る
訳
で

す
。１

９
７
４
年
7
月

よ
り
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
の
食

道
外
科
へ
の
移
動
を

石
川
七
郎
名
誉
会
員

（
当
時
、
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
病
院
長
、

後
総
長
）
よ
り
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
期
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
食

道
癌
手
術
以
外
で

も
、手
術
経
験
が
あ
れ
ば
肺
癌
、

乳
癌
、
胃
癌
、
大
腸
癌
な
ど
の

手
術
も
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
約
4
年
は
こ
の
診

療
体
制
が
布
か
れ
、
当
然
で
す

が
私
も
肺
癌
、
乳
癌
、
胃
癌
、

大
腸
癌
の
手
術
を
手
掛
け
ま
し

た
。
愛
知
と
同
様
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
で

も
初
診
か
ら
主
治
医
、
手
術
、

術
後
管
理
、
術
後
外
来
フ
ォ
ロ

ー
す
る
患
者
様
と
の
1
対
1
の

診
療
体
制
で
し
た
。
こ
の
診
療

は
〝
担
当
医
が
親
身
に
な
っ
て

患
者
に
向
か
う
精
神
を
持
つ
〟

と
ゆ
う
医
師
の
基
本
姿
勢
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
し
て
私
が
Ｎ
Ｃ
Ｃ
に
来

て
力
を
入
れ
た
の
は
前
記
し
た

〝
術
直
後
か
ら
の
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
の
気
管
支
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
喀
痰
吸
引
〟
で
あ
り
、
早
期

離
床
（
3
日
目
か
ら
の
歩
行
）

提
唱
で
し
た
。
こ
の
時
期
米
国

よ
り
術
後
に
人
工
呼
吸
器
の
導

入
が
あ
り
、
食
道
外
科
で
も
殆

ん
ど
の
施
設
に
て
こ
の
機
械
を

1
週
間
使
用
す
る
風
潮
が
あ
り

ま
し
た
。
く
し
く
も
こ
の
時
期

“質の高い食道外科医の育成を目指して”

名誉会員　渡邉　寛名誉会員　渡邉　寛

胸部外科今昔胸部外科今昔

に
消
化
器
外
科
学
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
〝
食
道
癌
術
後
肺
合

併
症
対
策
〟
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、私
の
み
が〝
麻
酔
チ

ュ
ー
ブ
の
術
当
日
抜
管
〟、〝
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
の
気
管
支
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
喀
痰
吸
引
〟の
対

策
、
早
期
離
床
を
主
張
し
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
全
員
が
人

工
呼
吸
器
を
推
奨
す
る
中
で
、

私
が
自
信
を
持
っ
て
主
張
続
け

ら
れ
た
の
も
、
本
学
会
へ
の
参

画
に
よ
る
賜
物
と
思
い
ま
す
。

胸
部
外
科
学
会
理
事
会
に

て
訴
え
た
こ
と

大
学
の
ス
タ
ッ
フ
で
も
な
い

私
が
本
会
の
理
事
の
任
に
付
か

せ
て
頂
き
（
１
９
９
８
、
平
成

10
年
）、
私
は
信
念
を
持
っ
て

〝
食
道
外
科
医
が
質
の
高
い
手

術
お
よ
び
術
後
管
理
を
習
得
す

る
に
は
胸
腔
内
臓
器
全
体
の
基

礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
〟

を
理
事
会
お
よ
び
食
道
グ
ル
ー

プ
に
訴
え
続
け
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
具
体
策
と
し
て
は
、

「
食
道
外
科
医
の
胸
部
外
科
学

会
の
入
会
を
勧
め
る
こ
と
」、

「
定
期
的
に
食
道
外
科
医
が
本

会
を
主
催
で
き
る
こ
と
」、
そ

し
て
「
理
事
数
の
増
加
」
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
要
望
に
ご
協

力
頂
い
た
会
長
は;

小
柳　

仁

先
生
（
東
京
女
子
医
大
）、
北

村
惣
一
郎
先
生
（
大
阪
大
学
）、

安
井　

久
喬
先
生（
九
州
大
学
）

で
し
た
。
ご
3
人
の
会
長
は
本

会
の「
3
本
柱
の
内
容
充
実
化
」

を
真
摯
に
訴
え
ら
れ
な
が
ら
、

常
に
私
の
意
向
に
耳
を
傾
け
、

理
解
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
北
村
惣
一
郎
会
長
の
時

に
、
総
合
将
来
計
画
委
員
会
委

員
長
：
安
井
久
喬
先
生
か
ら
の

答
申
（
提
案
）
に
よ
り
、
食
道

部
門
の
理
事
数
も
1
名
か
ら
2

名
の
増
加
、
肺
縦
隔
部
門
も
5

名
、
そ
し
て
心
臓
部
門
：
8
名

と
バ
ラ
ン
ス
あ
る
体
制
が
布
か

れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
28
年（
２

０
１
２
）
ぶ
り
に
内
田
雄
三
先

生
（
大
分
大
）
が
53
回
総
会
を
、

そ
し
て
12
年
を
お
い
て
一
昨
年

（
２
０
１
２
）
に
藤
田
博
正
先

生
（
久
留
米
大
）
が
主
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
状
の
胸
部
外
科
学
会
の
食

道
部
門
の
理
事
、
評
議
委
員

方
々
へ
請
願
す
る
こ
と

前
記
の
よ
う
に
心
臓
外
科
部

門
の
理
事
の
多
大
な
ご
努
力
を

頂
き
な
が
ら
、
私
の
無
力
か
ら

肝
心
の
食
道
部
門
の
会
員
数
は

増
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
3
年

間
平
均
46
～
49
人
／
年
で
す
。

当
然
で
す
が
評
議
員
数
も
17
～

18
人
／
年
と
増
加
傾
向
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
現
状
を
打
破

す
る
に
は
「
若
手
食
道
外
科
医

の
育
成
に
は
消
化
器
外
科
の

〝
箱
〟
に
留
ま
ら
ず
、
胸
部
外

科
全
体
の
知
識
の
習
得
の
必
要

性
」
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に

は
本
会
の
食
道
部
門
の
現
理

事
、
食
道
学
会
の
理
事
長
・
理

事
の
先
生
方
が
若
手
外
科
医
に

本
会
入
会
を
勧
め
る
使
命
感
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

昨
今
、
食
道
癌
手
術
は
補
助
療

法
後
の
所
謂
〝Salvage

手
術

が
増
加
し
、
術
後
肺
合
併
症
、

縫
合
不
全
の
発
症
率
が
高
率
化

し
て
い
ま
す

1）
。
現
状
の
手
術

治
療
の
改
善
を
計
る
た
め
に

も
、
食
道
外
科
医
は
胸
部
全
般

の
手
術
操
作
の
技
術
力
を
高
め

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
極
言
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
格
的
改
革

と
し
て
は
食
道
外
科
を
目
指
す

若
手
医
師
に
は
3
～
6
カ
月
の

心
・
肺
外
科
の
研
修
を
義
務
付

け
、食
道
学
会
規
程
を
実
行
し

て
頂
き
、
学
会
に
参
加
す
る
よ

う
ご
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

お
わ
り
に

本
来
な
ら
、〝
今
昔
物
語
〟

は
楽
し
い
読
み
物
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

私
は
常
日
頃
か
ら
、
老
医
の
役

目
は
「
経
験
か
ら
、
反
省
か
ら

得
ら
れ
た
知
識
を
後
輩
に
継
承

す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
の
思
い

込
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、〝
継

承
―
今
昔
物
語
〟
の
内
容
に
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
「JU

ST N
O

W
 

JATS

」2）
の
新
年
の
ご
挨
拶
で

〝
専
門
医
の
質
を
上
げ
る
二
つ

方
法
〟
を
強
調
さ
れ
た
理
事

長
：
坂
田　

隆
造
先
生
に
、
総

合
学
会
の
発
展
を
推
進
し
て
頂

き
た
く
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
１
３　

１
／
14
現
在
、

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
員
は
３

２
０
０
人
、
う
ち
呼
吸
器
外
科

専
門
医
は
１
３
２
８
人
。
２
６

０
の
基
幹
施
設
と
３
７
９
の
関

連
施
設
で
約
７
５
０
０
０
（
肺

癌
３
５
０
０
０
）
件
（
２
０
１

２
年
）
の
手
術
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
専
門
医
は
大
学
所
属
が

34
％
、
そ
れ
以
外
の
施
設
が

65
％
で
す
。
１
チ
ー
ム
が
2
人

～
4
人
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
数

あ
り
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
診
療

を
支
え
る
と
と
も
に
専
門
医
取

得
の
修
練
が
で
き
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
以
上
の
陣
容
で
の
近

年
の
肺
癌
手
術
関
連
死
亡
率

は
、
１
～
０
・
８
％
と
欧
米
を

凌
駕
し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県

別
の
専
門
医
数
分
布
は
最
少
で

数
人
の
県
も
あ
れ
ば
、
東
京
都

の
最
多
の
１
５
０
人
、
と
ば
ら

つ
き
ま
す
が
、
専
門
医
1
人
あ

た
り
の
人
口
は
５
・
５
万
人
～

23
万
人
（
平
均
12
万
人
、
中
央

値
で
11
万
人
）
で
す
。
肺
癌
の

罹
患
率
は
約
80
人
／
国
民
10
万

人
／
年
で
す
の
で
、
手
術
適
応

が
30
％
と
し
て
24
例
／
年
／
専

門
医
と
な
り
、
肺
癌
手
術
は
全

手
術
の
約
30
～
40
％
と
し
て
、

呼
吸
器
外
科
約
50
～
60
例
／
年

／
専
門
医
と
概
算
で
き
、
専
門

医
＋
修
練
医
の
チ
ー
ム
が
毎

週
、
手
術
に
携
わ
っ
て
い
る
、

と
い
う
希
望
的
な
推
察
が
で
き

ま
す
。

呼
吸
器
外
科
専
門
医
は
専
門

性
が
高
い
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ

ィ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

外
科
専
門
医
資
格
が
前
提
条
件

で
す
。修
練
期
間
７
年
以
上（
う

ち
3
年
以
上
は
日
本
呼
吸
器
外

科
学
会
認
定
修
練
施
設
に
て
）、

す
な
わ
ち
最
速
で
卒
後
8
年
目

で
新
規
申
請
可
能
で
す
。
２
０

１
２
年
新
規
申
請
者
１
０
０
名

の
卒
後
年
数
中
央
値
は
10
年

（
平
均
11
・
5
年
）
で
、
呼
吸

器
外
科
学
会
、
胸
部
外
科
学
会

の
会
員
歴
は
8
年
、
7
年
で
し

た
。
多
く
の
人
が
卒
後
の
数
年

早
い
時
期
か
ら
外
科
専
門
医
、

呼
吸
器
外
科
専
門
医
を
視
野
に

入
れ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
推
察
で
き
ま
す
。
修
練
期
間

中
に
経
験
す
べ
き
手
術
は
Ａ

（
標
準
的
手
術
）、
Ｂ
（
難
度
が

高
い
手
術
）、Ｃ（
そ
の
他
）で
、

最
低
限
、
術
者
50
例
以
上
、
助

手
１
０
０
例
以
上
で
す
が
、
術

者
実
績
中
央
値
は
77
（
平
均

84
）、
助
手
は
中
央
値
１
２
０

（
平
均
１
２
４
）
で
し
た
。
た

だ
し
、
後
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
す
る
と
実
際
経
験
し
た
手
術

数
は
申
請
数
よ
り
は
る
か
に
多

い
も
の
で
し
た
。
個
人
情
報
を

削
除
さ
れ
て
提
出
さ
れ
た
手
術

記
録
全
例
の
内
容
を
呼
吸
器
外

科
専
門
医
合
同
委
員
会
が
基
準

を
満
た
す
か
否
か
を
調
べ
ま

す
。
少
な
い
方
で
も
20
セ
ン
チ

厚
、
多
い
人
で
は
段
ボ
ー
ル
1

箱
の
手
術
記
録
の
確
認
作
業
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
作
業
は
呼

吸
器
外
科
専
門
医
の
質
を
担
保

す
る
う
え
で
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
堅
持
す
る

予
定
で
す
。
一
方
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
へ

の
手
術
登
録
も
進
め
て
お
り
、

時
期
が
来
れ
ば
こ
の
情
報
を
更

新
申
請
に
は
活
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
質
の

担
保
の
観
点
か
ら
、
無
作
為
抽

出
さ
れ
た
手
術
記
録
の
提
出
も

お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
新
し
い
専
門
医
制
度

が
２
０
１
７
年
導
入
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
整
備
指
針
の
骨

子
は
、１
．教
育
到
達
目
標
、２
．

研
修
施
設
（
基
幹
研
修
施
設
と

関
連
研
修
施
設
の
役
割
）、
３
．

育
成
可
能
な
専
攻
医
数
と
指
導

体
制
、
４
．
専
門
医
研
修
管
理

委
員
会
設
置
と
研
修
記
録
シ
ス

テ
ム
整
備
で
す
。
現
行
制
度
で

不
備
で
あ
る
４
を
補
い
、
現
行

の
修
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
化
さ

せ
、
専
門
医
取
得
に
時
間
軸
を

入
れ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

核
家
族
と
独
居
の
人
が
増
え

た
高
齢
化
社
会
で
経
済
状
況
も

厳
し
い
今
日
、
呼
吸
器
外
科
治

療
を
受
け
る
国
民
の
負
担
を
最

小
限
に
し
て
良
い
治
療
を
受
け

れ
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
ひ
ろ

く
あ
ま
ね
く
、
そ
う
遠
く
な
い

施
設
に
標
準
的
な
外
科
治
療
を

提
供
で
き
る
専
門
医
が
い
る
、

こ
れ
が
呼
吸
器
外
科
専
門
医
制

度
の
目
標
で
す
。

専
門
医
制
度
に
つ
い
て 

（3）

専
門
医
制
度
に
つ
い
て 

（3）

 

新
制
度
は
２
０
１
７
年
導
入
予
定

�

呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同
委
員
会
委
員
長
　
千
原 

幸
司

呼
吸
器
外
科
専
門
医
制
度

２
０
１
３
年
7
月
18
日
（
木
）
13
：
00
〜
16
：
50

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
４
回
理
事
会

第
４
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

１
．
各
種
委
員
会
報
告
及
び
協
議

事
項

（
１
）
正
会
員
選
出
委
員
会

正
会
員
申
請
者
66
名
全
員
が
専
門

医
資
格
取
得
者
（
心
29
名
、
肺
36
名
、

心
＋
肺
1
名
、
食
・
そ
の
他
0
名
）

の
持
ち
回
り
審
議
を
行
い
、
申
請
者

全
員
が
正
会
員
に
選
任
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

（
２
）
会
誌
編
集
委
員
会

現
在
の
投
稿
状
況
・
依
頼
論
文
状

況
（case report

のAccept

率
は

40
％
を
目
指
す
）、Im

pact factor

獲
得
に
向
け
て
（Instruction for 

authors

改
訂
案
、
Ｉ
Ｆ
仮
数
値
な

ど
のPublisher report

、
地
方
会

で
の
宣
伝
状
況
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
で
の
関
連

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
呼

吸
器
外
科
学
会official journal

及

び
心
臓
血
管
外
科
学
会affiliated 

journal

に
伴
う
表
紙
の
変
更
及
び

委
員
会
委
員
構
成
変
更
、
現
状
で
は

Ｉ
Ｆ
取
得
申
請
は
２
０
１
６
年
を
想

定
）
が
報
告
さ
れ
た
。

学
術
委
員
会
で
審
議
す
る
2
点
を
追

加
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。な
お
、

8
月
30
日（
金
）を
公
募
の
締
切
日
と

し
、
学
術
委
員
会
及
び
理
事
会
で
候

補
者
を
選
考
し
、
秋
の
本
会
学
術
集

会
で
採
用
さ
れ
た
研
究
を
発
表
す
る
。

（
４
）
学
術
集
会
委
員
会

１
）
第
65
回
学
術
集
会
総
括

海
外
招
請
者
へ
の
対
応
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
成
、
運
営
会
社
の
評
価
（
主

催
者
側
の
評
価
が
低
い
）
な
ど
を
ま

と
め
た
資
料
が
提
出
さ
れ
、
報
告
さ

れ
た
。
本
資
料
は
次
回
学
術
集
会
運

営
会
社
の
選
定
の
参
考
資
料
と
す

る
。
な
お
、
現
運
営
会
社
の
評
価
に

関
し
て
は
人
件
費
を
注
視
す
る
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
た
。

今
後
、Postgraduate Course

に

お
け
る
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｓ
か
ら
の
招
請
演
者

は
、
テ
ー
マ
を
本
会
で
決
定
し
、
そ

の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
演
者
は
Ａ
Ａ

Ｔ
Ｓ
か
ら
推
薦
し
て
も
ら
う
こ
と
と

す
る
。

２
）
第
66
回
定
期
学
術
集
会
（
近

藤
会
長
）

10
月
16
日
（
水
）Postgraduate 

Course

、
医
療
安
全
講
習
会
、
評

議
員
会

10
月
17
日
（
木
）総
会
、
理
事
長

講
演
、
特
別
講
演
、
会
長
招
宴

10
月
18
日（
金
）委
員
会
報
告（
編

集
及
び
処
遇
改
善
）、
プ
レ
ナ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン

10
月
19
日
（
土
）
会
長
講
演
、

Case Report Aw
ard

、
閉
会
式

ま
た
、
会
員
向
け
に
学
術
集
会
の

今
後
の
予
定
を
一
斉
メ
ー
ル
に
て
送

付
予
定
で
あ
る
。

（
５
）
財
務
委
員
会

本
会
は
定
款
上
、北
海
道
・
東
北
・

関
東
甲
信
越
・
関
西
・
九
州
の
5
つ

の
地
方
会
が
あ
る
が
、
こ
の
地
方
会

の
あ
り
方
（
含
会
計
）
を
再
検
討
し

た
結
果
、
現
状
通
り
維
持
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
会
計
に
関

し
て
は
各
地
方
会
が
責
任
を
も
っ
て

管
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
６
）
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会

日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
社
員
総

会
、
一
般
社
団
法
人
医
療
安
全
全
国

共
同
行
動
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
心
臓
血
管
外
科
ラ
イ
ブ
手
術
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
会
議
が
報
告
さ
れ

た
。協

議
事
項　

１
）
今
秋
の
学
術
集

会
に
お
け
る
医
療
安
全
講
習
会
の
テ

ー
マ
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
か
ら
学
ぶ

新
規
手
術
の
安
全
管
理
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
資
料
と
な
る
結
果
（
心
臓
分

野
39
施
設
）
の
生
デ
ー
タ
は
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
ご
と
に
ま
と
め
て
発
表
す

る
。　

２
）
名
誉
会
員
へ
の
推
薦
資

格
に
関
し
て
検
討
し
た
結
果
、
会
員

活
動
処
分
期
間
中
の
者
は
行
わ
な
い

と
な
っ
た
。

（
７
）
専
門
医
制
度
委
員
会

新
専
門
医
制
度
の
修
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
、
胸
部
外
科
学
会
と
し
て

ど
う
関
連
し
て
い
く
か
、
横
断
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ど
う
組
み
込
む
の
か
、

ど
の
よ
う
に
教
育
に
関
係
し
て
い
く

の
か
、
今
後
検
討
す
る
。
第
1
回
専

門
医
制
度
委
員
会
議
事
録
、
心
臓
血

管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ

検
索
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
専
門
医
新

規
・
更
新
申
請
の
件
）、
呼
吸
器
外

科
専
門
医
申
請
に
関
す
る
術
式
の
変

更
を
検
討
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

新
専
門
医
制
度
へ
向
け
て
の
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
と
し
て

の
検
討
概
要
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
準

案
を
作
成
し
て
認
定
機
構
へ
提
出
の

関
係
上
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
表
は
遅

く
と
も
平
成
28
年
4
月
に
は
行
う
必

要
が
あ
り
、
試
案
（
何
が
変
わ
る
の

か
、
何
が
良
く
な
る
の
か
、
ど
う
準

備
す
る
の
か
、
外
科
と
の
連
携
は
ど

協
議
事
項　

１
）優
秀
論
文
賞（
心

臓
2
編
、
呼
吸
器
1
編
）
は
承
認
さ

れ
た
。
２
）
学
術
集
会
の
座
長
推
薦

演
題
の
論
文
投
稿
は
、
依
頼
時
期
を

早
め
継
続
す
る
。ま
た
、Postgrad-

uate Course

講
師
に
はReview

 
Article

を
依
頼
す
る
。
３
）
Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｓ 

へ
の
投
稿
実
績
を
評
議
員
立
候

補
資
格
に
加
え
る
件
は
、
資
格
の
基

準
（
筆
頭
／
共
著
者
、
投
稿
実
績
／

Accept

、
ま
た
そ
の
年
限
を
ど
う

す
る
か
な
ど
）
を
、
現
評
議
員
に
関

し
て
調
査
し
再
検
討
す
る
。

（
３
）
学
術
委
員
会

協
議
事
項　

１
）
学
会
誌
著
者
性

別
チ
ェ
ッ
ク
の
件
は
、
学
会
会
員
管

理
で
わ
か
る
範
囲
内
で
回
答
す
る
こ

と
と
し
た
が
、
更
に
日
本
外
科
学
会

に
も
問
い
合
わ
せ
す
る
。
　
２
）
学
術

調
査
結
果
を
用
い
た
学
術
研
究
の
公

募
依
頼
の
文
書
（
案
）
の
件
は
、
本

会
関
与
の
仕
方
が
検
討
さ
れ
、
公
募

文
章
に
投
稿
す
る
際
に
はJATS 

Com
m

ittee for Scientific Affairs

を
共
著
者
と
す
る
、
投
稿
の
可
否
を

う
す
る
か
）
が
協
議
事
項
と
し
て
だ

さ
れ
、本
理
事
会
で
も
検
討
し
た
が
、

機
構
総
会
で
も
審
議
す
る
。　

（
８
）
研
究
・
教
育
委
員
会

１
）
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
呼
吸
器

外
科
は
7
月
20
日
～
7
月
21
日
神
戸

医
療
機
器
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
、
心
臓
外
科
は
8
月
24
日
～
8
月

25
日
テ
ル
モ
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ネ
ッ

ク
ス
に
て
開
催
）　

２
）
３
学
会
合

同
Ｐ
Ｇ
Ｃ
委
員
会
（
日
本
心
臓
血
管

外
科
学
会
、
日
本
胸
部
外
科
学
会
、

日
本
血
管
外
科
学
会
か
ら
の
メ
ン
バ

ー
構
成
）
で
本
会
か
ら
の
委
員
を
追

加
し
、
３
学
会
合
同
委
員
会
で
心
臓

血
管
外
科
領
域
で
の
Ｐ
Ｇ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
あ
り
方
を
１
年
か
け
て
検
討

す
る
。

（
９
）
診
療
問
題
委
員
会

「
心
臓
弁
再
弁
置
換
術
加
算
」
の

解
釈
の
明
確
化
に
関
す
る
要
望
書
、

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
訂
に
向
け

た
改
正
要
望
書
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
件
、Im

pella

最
終
報
告
が
報

告
さ
れ
た
。

（
10
）
総
務
・
渉
外
委
員
会

２
０
１
６
年
第
69
回
以
降
の
学
術

集
会
運
営
会
社
の
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
服
務
・
給
与
・
介
護
・
育
児
等

の
各
種
規
定
に
つ
い
て
承
認
（
一
部

検
討
中
）、
推
戴
状
の
承
認
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

（
11
）
広
報（H

om
epage

・Inter-
net

）
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
進

捗
状
況（
若
手
医
師
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
掲
載
）、New

s letter N
o.21

（
２
０
１
３
年
9
月
発
行
）
掲
載
内

容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

（
12
）
チ
ー
ム
医
療
推
進
委
員
会

チ
ー
ム
医
療
推
進
の
た
め
の
看
護

業
務
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

作
成
さ
れ
た
診
療
の
補
助
に
お
け
る

特
定
行
為
（
案
）
及
び
指
定
研
修
に

お
け
る
行
為
（
案
）
に
つ
い
て
学
会

宛
て
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
意
見
を
ま
と
め
て

提
出
予
定
で
あ
る
。

（
13
）
Ｃ
Ｏ
Ｉ
委
員
会

日
本
製
薬
工
業
協
会
か
ら
の
Ｃ
Ｏ

Ｉ
状
態
の
開
示
に
つ
い
て
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
、
会
員
に
周

知
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

２
．
名
誉
会
長
・
特
別
会
員
推
薦

の
件本

年
度
の
名
誉
会
長
候
補
者
と
し

て
白
日　

高
歩
先
生
、
特
別
会
員
候

補
者
と
し
て
鬼
塚　

敏
男
先
生
を
推

薦
す
る
こ
と
が
、
承
認
さ
れ
た
。

３
．
そ
の
他

（
１
）
役
員
改
選
の
お
し
ら
せ

次
期
理
事
長
選
任
の
件
及
び
次
期

副
会
長
・
理
事
・
監
事
立
候
補
の
案

内
文
書
が
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。
理
事
に
よ
る
理
事
長
候
補
者
の

推
薦
は
8
月
19
日
締
切
、
役
員
立
候

補
は
8
月
23
日
締
切
と
し
、
今
回
の

理
事
改
選
数
は
心
臓
4
名
、肺
2
名
、

食
道
1
名
で
あ
る
。

（
２
）
評
議
員
会
資
料
（
委
員
会
報

告
書
）
作
成
に
つ
い
て

例
年
通
り
、
評
議
員
会
を
2
時
間

半
以
内
で
済
ま
せ
る
た
め
に
事
前
に

資
料
を
関
係
各
位
に
送
付
し
、
質
問

を
受
け
付
け
る
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
提
出
さ
れ
た
。

（
３
）
補
助
人
工
心
臓
治
療
関
連
学

会
協
議
会
か
ら
の
要
望
書
提
出
の
件

小
型
補
助
人
工
心
臓Jarvik2000

の
早
期
承
認
の
要
望
書
と
体
外
設
置

式
補
助
人
工
心
臓ABIO

M
ED

® 
AB5000

の
早
期
承
認
の
要
望
書
を

構
成
学
会
で
提
出
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

２
０
１
３
年
9
月
13
日
（
金
）
13
：
00
〜
17
：
00

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
５
回
理
事
会

第
５
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

１
．
理
事
長
選
任
の
件

本
年
は
理
事
長
改
選
の
年
に
当
た

り
、
理
事
に
よ
る
理
事
長
候
補
者
の

推
薦
が
行
わ
れ
、
８
月
20
日
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
及
び
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
２
名
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
理
事
長
候
補
者
推
薦
用
紙
の
開

封
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
坂

田
現
理
事
長
１
名
が
理
事
長
候
補
者

と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
報
告

さ
れ
た
。
定
款
施
行
細
則
に
理
事
長
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候
補
者
が
１
名
の
場
合
は
選
挙
を
行

う
こ
と
な
く
選
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
あ
り
、
本
理
事
会
と
し
て
は
坂

田
理
事
長
を
次
期
理
事
長
と
し
て
、

満
場
一
致
で
選
任
し
た
。
ま
た
、
副

理
事
長
は
坂
田
理
事
長
か
ら
篠
田　

雅
幸
理
事
が
推
薦
さ
れ
、
本
理
事
会

と
し
て
、
満
場
一
致
で
選
任
し
た
。

２
．
各
種
委
員
会
報
告
及
び
協
議

事
項

（
１
）
理
事
会
報
告

第
１
回
理
事
会
か
ら
本
日
の
第
５

回
理
事
会
で
の
決
定
事
項
が
時
系
列

に
報
告
さ
れ
た
。な
お
、７
月
号
か
ら

Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
が
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会

のO
fficial Journal

、
日
本
心
臓
血

管
外
科
学
会
のAffiliated Journal

に
な
っ
た
こ
と
を
追
加
す
る
。

（
２
）
選
挙
管
理
委
員
会

理
事
に
よ
る
理
事
長
候
補
者
推
薦

の
開
封
作
業
を
行
い
、
理
事
長
候
補

者
が
1
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
理
事

長
に
報
告
し
た
。

（
３
）
会
誌
編
集
委
員
会

現
在
の
投
稿
状
況
・
依
頼
状
況
、

Case Report

新
審
査
方
針
の
対
応

の
ま
と
め
、
審
査
方
針
全
体
の
ま
と

め
、Im

pact factor

獲
得
に
向
け
て

（
地
方
会
で
の
宣
伝
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
で
の

Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の

件
）、Postgraduate Course

講
師

へ
のReview

 Article

依
頼
、
評
議

員
資
格
に
つ
い
て
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
へ
の
投

稿
実
績
を
加
え
る
件
は
、
現
評
議
員

がCorresponding Author

に
な

っ
て
い
る
か
調
査
し
た
結
果
は
投
稿

数
32
％
、Accept 

29
％
で
あ
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

な
お
、
送
本
中
止
の
件
は
評
議
員

会
及
び
総
会
で
の
協
議
事
項
、
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
へ
の
投
稿
実
績
を
評
議
員
立
候

補
資
格
に
加
え
る
件
は
理
事
会
に
て

継
続
審
議
事
項
と
す
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
。

（
４
）
総
合
将
来
計
画
委
員
会

理
事
長
か
ら
の
下
記
諮
問
事
項
に

つ
き
、
以
下
の
内
容
で
答
申
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

１
）
3
分
野
の
統
合
学
会
と
し
て

の
今
後
の
あ
り
方

専
門
分
野
以
外
の
他
分
野
か
ら
習

得
し
た
い
事
項
、
他
分
野
に
習
得
し

て
も
ら
い
た
い
事
項
に
関
し
て
の
委

員
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
修
練
医
（
専
門
医
を
取
得
す
る

脳
死
肺
移
植
の
待
機
期
間
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

（
12
）
処
遇
改
善
委
員
会

日
本
外
科
学
会
が
平
成
24
年
度
に

行
っ
た
第
3
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
労
働
環
境
及
び
診
療
報
酬
改
訂
結

果
に
対
す
る
外
科
医
の
労
働
環
境
改

善
反
映
実
態
調
査
）
結
果
の
本
会
会

員
に
特
化
し
た
分
析
を
行
い
、
第
66

回
定
期
学
術
集
会
に
て
委
員
会
報
告

と
し
て
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。
学

会
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
検
討
し
、
今
回
の
委
員
会

報
告
の
反
応
を
み
て
、
次
年
以
降
の

取
り
組
み
方
を
検
討
す
る
。

（
13
）
チ
ー
ム
医
療
推
進
委
員
会

チ
ー
ム
医
療
推
進
の
た
め
の
看
護

業
務
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

検
討
さ
れ
て
い
る
「
特
定
行
為
に
係

る
看
護
師
の
研
修
制
度
（
案
）」
に

つ
い
て
、
前
原
・
西
田
評
議
員
を
中

心
に
意
見
を
ま
と
め
、
厚
生
労
働
省

医
政
局
看
護
科
に
提
出
し
た
。

（
14
）
施
設
集
約
化
委
員
会

第
43
回
心
臓
血
管
外
科
学
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
合
同
施
設
集
約
化
委
員

会
、
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認
定
機

構
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
内
容
が
報

告
さ
れ
た
。

（
15
）
国
際
委
員
会

Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｎ
ｅ
ｔ
契
約
、
英
文
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
件
が
報

告
さ
れ
た
。

（
16
）
Ｃ
Ｏ
Ｉ
委
員
会

日
本
医
学
会
か
ら
の
製
薬
企
業
主

催
・
共
催
の
招
聘
講
演
に
か
か
る
Ｃ

Ｏ
Ｉ
開
示
は
、
今
後
、
ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
開
示
し
て
い

く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

（
17
）
学
術
集
会
報
告

昨
年
度
の
第
65
回
学
術
集
会
報
告

書
が
提
出
さ
れ
た
。

（
18
）
補
助
人
工
心
臓
治
療
関
連
学

会
協
議
会

お
も
に
施
設
認
定
の
認
定
基
準
案

（
最
終
案
）
及
び
実
施
施
設
・
実
施

医
認
定
更
新
基
準
案
（
最
終
案
）
を

作
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
19
）
コ
ン
テ
グ
ラ
使
用
基
準
管
理

委
員
会

コ
ン
テ
グ
ラ
が
医
療
上
の
有
用
性

が
高
い
医
療
機
器
と
し
て
選
定
さ
れ

て
以
来
、
導
入
準
備
を
重
ね
て
き
た

委
員
会
を
4
学
会
構
成
（
本
会
、
心

臓
血
管
外
科
学
会
、
循
環
器
学
会
、

小
児
循
環
器
学
会
）
の
委
員
会
と
し

日
本
胸
部
外
科
女
性
医
師
の
会

日
本
胸
部
外
科
女
性
医
師
の
会

（W
TS in Japan

）

（W
TS in Japan

）

今
年
も
日
本
胸
部
外
科
学
会

定
期
学
術
集
会
に
併
設
し
10
月

18
日
に
第
8
回
日
本
胸
部
外
科

女
性
医
師
の
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ

ル
仙
台
25
階
と
い
う
恵
ま
れ
た

会
場
で
朝
食
会
形
式
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
世
話
人

を
入
れ
14
名
。
講
師
に
青
森
県

立
中
央
病
院
神
経
内
科
・
脳
卒

中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
部
長
・
冨
山

誠
彦
先
生
を
迎
え
「
医
師
の
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
─
私
た

ち
の
試
み
」
と
い
う
題
目
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
森

県
で
は
県
下
に
神
経
内
科
医
が

総
数
30
人
と
需
要
に
は
満
た
な

い
状
況
で
、
十
分
な
診
療
を
行

う
上
で
は
十
分
な
医
師
を
確
保

す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
状
況
で
、

こ
の
逼
迫
し
た
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
一
般
病
院
で
は
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
青
森
県
立
中
央

病
院
で
の
試
み
に
つ
い
て
具
体

的
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
基
本
理
念
に
は
①
医
員
の

増
員
、
②
脳
卒
中
診
断
体
制
の

充
実
、③
神
経
難
体
制
の
充
実
、

④
認
知
症
診
断
体
制
の
充
実
、

⑤
臨
床
研
究
も
で
き
る
医
師
の

育
成
、⑥
外
来
診
療
の
専
門
化
、

⑦
院
外
地
域
診
療
支
援
の
拡

充
、
な
ど
が
列
挙
さ
れ
其
々
の

項
目
に
つ
い
て
具
現
状
・
効
果

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
師

確
保
と
就
労
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
男
女
関
係
無
く
働
き

や
す
い
環
境
を
目
指
す
こ
と
が

総
括
的
な
労
働
環
境
整
備
に
つ

な
が
る
と
の
理
念
に
基
づ
く
と

の
説
明
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

分
野
は
異
な
る
も
の
の
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
関
す
る
詳
細

の
説
明
は
私
た
ち
に
と
り
非
常

に
参
考
と
な
る
内
容
で
あ
っ
た

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

高
度
の
専
門
性
や
技
量
を
要

求
さ
れ
る
胸
部
外
科
領
域
で
仕

事
を
継
続
す
る
こ
と
は
性
別
を

問
わ
ず
楽
で
は
な
い
道
の
り

で
、
多
く
の
壁
が
立
ち
は
だ
か

る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま

せ
ん
。
胸
部
外
科
領
域
全
般
で

の
処
遇
に
関
す
る
問
題
点
や
改

良
点
の
中
に
女
性
医
師
が
深
く

か
か
わ
る
内
容
も
盛
り
込
み
、

家
庭
・
同
僚
・
社
会
シ
ス
テ
ム

な
ど
多
段
階
に
お
け
る
理
解
を

得
な
が
ら
協
調
・
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
Ｗ
Ｔ
Ｓ
に
関
連
す
る
活

動
を
通
じ
改
め
て
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
集
会
（
Ｗ
Ｔ
Ｓ
）

が
果
た
せ
る
役
割
は
然
程
大
き

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

個
々
に
ご
参
加
い
た
先
生
方
の

経
験
や
ご
意
見
を
蓄
積
・
集
約

し
今
後
の
参
考
資
料
と
し
て
役

立
つ
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
早

朝
に
も
関
わ
ら
ず
集
会
へ
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
た
参
加
者
の

皆
様
に
世
話
人
一
同
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

前
の
人
）
を
対
象
に
講
演
を
す
る
、

ハ
ン
ズ
オ
ン
な
ど
を
行
う
が
提
案
さ

れ
た
。

２
）
地
方
会
と
の
連
携
強
化

各
地
方
会
で
の
学
生
発
表
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

方
会
の
優
秀
演
題
を
総
会
で
発
表

し
、
優
秀
演
題
の
中
で
もbest of 

the year

を
決
定
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

３
）
学
会
員
を
増
加
さ
せ
る
た
め

の
対
策

心
臓
血
管
外
科
及
び
呼
吸
器
外
科

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
、
参
加
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
（
追
跡
調
査
）
を
毎
年
行

い
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
効
果
の
検
証

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
方
策
の
1
つ

と
し
て
、
参
加
者
に
受
講
後
4
年
間

の
継
続
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
日
本
外
科

学
会
入
会
率
を
調
査
す
る
。

４
）
専
門
医
受
験
者
、
更
新
者
の

質
の
評
価

新
専
門
医
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

本
学
会
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
す
。

個
人
の
質
の
評
価
は
困
難
で
あ
る

が
、
施
設
に
対
す
る
学
会
か
ら
の
サ

イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
は
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

（
５
）
政
策
検
討
委
員
会

日
本
医
学
会
法
人
化
の
件
及
び
計

量
単
位
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

（
６
）
学
術
委
員
会

１
）
Ｊ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
機
構
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
本
会
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
整
合
性
を
は
か
り
、
自
動
入

力
の
作
業
を
進
め
る
た
め
、
項
目
に

関
し
て
Ｄ
Ｂ
機
構
と
本
会
と
で
調
整

を
行
う
た
め
両
者
に
よ
る
Ｗ
Ｇ
を
立

ち
上
げ
、
検
討
中
で
あ
る
。

２
）
学
術
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た

学
術
研
究
の
公
募
に
つ
い
て

８
月
31
日
ま
で
に
会
員
か
ら
の
研

究
公
募
（
全
体
１
、
心
臓
20
、
呼
吸

器
11
、
食
道
3
）
が
あ
り
、
現
在
審

査
中
で
あ
る
。

（
７
）
財
務
委
員
会

１
）
平
成
25
年
度
収
支
決
算
報
告

収
入
の
部
で
は
事
業
収
入
の
第
65

回
定
期
学
術
集
会
収
入
が
１
５
０
０

万
円
の
増
収
、新
規
事
業
の
コ
ン
テ
グ

ラ
使
用
基
準
管
理
委
員
会
で
７
７
３

万
円
の
収
入
で
経
常
収
入
合
計
は
3

億
４
１
４
３
円
と
な
っ
た
。支
出
の
部

で
は
、事
業
費
と
し
て
新
規
事
業
コ
ン

テ
グ
ラ
使
用
基
準
管
理
委
員
会
が
７

７
３
万
円
の
支
出
、ASCVTS 2013 

KO
BE

へ
の
寄
付
金
が
３
０
０
万
円

（
理
事
会
に
て
予
備
費
か
ら
支
出
す

る
こ
と
を
承
認
）、
雑
費
は
８
５
７

１
８
６
円
で
、
こ
の
中
に
は
広
告
掲

載
料
金
回
収
不
能
金
（
広
告
代
理
店

倒
産
）が
含
ま
れ
る
。経
常
支
出
合
計

は
3
億
３
３
４
２
万
円
で
経
常
収
支

差
額
は
８
０
１
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
そ
の
他
資
金
収
支
差
額
・
予
備

費
を
含
め
た
当
期
収
支
差
額
は
マ
イ

ナ
ス
１
３
４
万
円
で
次
期
繰
越
収
支

差
額
は
3
億
２
０
４
６
万
円
と
な
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

２
）
平
成
26
年
度
収
支
予
算
案

経
常
収
入
3
億
１
６
９
５
万
円
、

経
常
支
出
3
億
１
４
７
８
万
円
、
経

常
収
支
差
額
プ
ラ
ス
２
１
７
万
円
、

当
期
収
支
差
額
マ
イ
ナ
ス
６
８
２
万

円
、
次
期
繰
越
収
支
差
額
3
億
１
３

６
３
万
円
の
予
算
が
提
出
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

（
８
）
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会

厚
労
省
パ
ー
ソ
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ー
ブ

製
造
販
売
中
止
、
人
工
臓
器
学
会
か

ら
の
膜
型
人
工
肺
の
入
り
口
圧
上
昇

に
関
す
る
周
知
依
頼
、
日
本
医
学
会

か
ら
の
医
療
機
器
の
不
具
合
等
報
告

の
症
例
の
公
表
及
び
活
用
（
周
知
依

頼
）、
心
臓
血
管
外
科
ラ
イ
ブ
手
術

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
改
訂
版
）
作
成
、

医
療
安
全
講
習
会
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

か
ら
学
ぶ
新
規
手
術
の
安
全
管
理
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

医
療
安
全
講
習
会
の
件
は
、
発
表

内
容
を
再
検
討
し
た
配
布
資
料
が
提

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
検
討
さ
れ

て
い
る
ラ
イ
ブ
手
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
改
訂
版
）
に
つ
い
て
は
、
本
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
。

（
９
）
専
門
医
制
度
委
員
会

正
会
員
の
専
門
性
、
構
成
３
学
会

専
門
医
制
度
と
の
関
わ
り
、
胸
部
外

科
領
域
に
お
け
る
新
専
門
医
制
度
の

課
題
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
こ
の
1

年
間
の
専
門
医
制
度
に
関
す
る
活
動

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
新
た
な
専
門

医
の
養
成
は
平
成
29
年
を
目
安
に
開

始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
日
本
専
門

医
制
評
価
・
認
定
機
構
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
整
備
指
針
に
よ
れ
ば
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
制
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
運
用

を
研
修
施
設
群
に
よ
り
構
築
し
、
行

う
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
心
臓
血
管

外
科
専
門
医
認
定
機
構
で
は
、
す
で

に
新
専
門
医
制
度
に
向
け
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
委
員
会
を
組
織
し
て
検
討
を
開

始
し
た
が
、
本
会
は
統
合
学
会
と
し

て
今
ま
で
以
上
に
新
専
門
医
制
度
の

構
築
に
向
け
、
横
断
的
な
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
や
会
員
歴
な
ど
各

専
門
医
制
度
と
協
働
し
て
意
見
を
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
10
）
研
究
・
教
育
委
員
会

１
）Postgraduate Course

今
回
の
第
66
回
定
期
学
術
集
会
か

ら
運
営
が
、
会
長
か
ら
学
会
主
導
に

変
更
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、

今
回
は
以
前
作
成
さ
れ
た
中
期
計
画

を
基
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
国

内
座
長
・
講
師
の
選
定
、
海
外
講
師

は
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｓ
・
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
依

頼
、
準
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

の
運
営
は
心
臓
血
管
外
科
分
野
は
3

学
会
（
心
臓
血
管
外
科
、
血
管
外
科
、

本
会
）
合
同
Ｐ
Ｇ
Ｃ
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
学
会
時
に
は
ど
ん
な
内

容
に
す
る
の
か
を
検
討
予
定
で
あ

る
。
呼
吸
外
科
及
び
食
道
分
野
も
同

様
で
あ
る
。
な
お
、
協
議
事
項
と
し

て
、
今
回
か
ら
運
営
方
法
が
変
更
す

る
に
伴
い
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
単
独
で
の
予
算

書
が
提
出
さ
れ
、
費
用
に
つ
い
て
検

討
し
た
が
、
今
回
の
第
66
回
は
Ｐ
Ｇ

Ｃ
単
独
で
は
赤
字
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
の
検
討
事
項
と
す
る
。但
し
、

今
回
の
参
加
シ
ス
テ
ム
費
の
詳
細
は

再
検
討
す
る
。

２
）
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

呼
吸
器
は
7
月
20
日
～
21
日
に
神

戸
医
療
機
器
開
発
セ
ン
タ
ー
で
参
加

者
99
名
、
自
分
達
で
手
術
を
行
う
こ

と
に
主
眼
を
置
い
て
（
ラ
イ
ブ
で
は

な
く
）
開
催
、
来
年
も
神
戸
で
開
催

予
定
。
心
臓
は
8
月
24
日
～
25
日
に

テ
ル
モ
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ク
ス

で
参
加
者
１
０
７
名
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
、
会
場

に
つ
い
て
は
経
費
を
比
較
し
た
結

果
、
呼
吸
器
と
同
様
の
神
戸
で
開
催

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
本
理
事
会

で
も
承
認
し
た
。

（
11
）
臓
器
移
植
委
員
会

心
臓
移
植
適
応
年
齢
の
上
限
改

正
、小
児
心
臓
移
植
実
施
施
設
認
定
、

日
本
循
環
器
学
会
か
ら
の
要
望
、
心

臓
移
植
の
現
状
、
肺
移
植
の
現
状
、

て
再
構
築
し
、
施
設
基
準
及
び
実
施

医
基
準
を
含
む
コ
ン
テ
グ
ラ
使
用
基

準
を
策
定
す
る
作
業
を
行
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
８
施
設
の
承
認
と

11
名
の
実
施
医
認
定
を
行
い
、
本
年

4
月
に
保
険
収
載
さ
れ
、
各
施
設
で

の
使
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

3
．
そ
の
他

（
１
）ASCVTS 2013

開
催
概
要
及

び
収
支
決
算
報
告

ASCVTS 2013

か
ら
開
催
概
要
や

参
加
者
総
数
は
１
０
０
０
名
を
超
え

た
こ
と
、
ま
た
、
収
支
決
算
が
報
告

さ
れ
た
。
来
年
は
4
月
上
旬
に
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

（
２
）
体
外
循
環
技
術
認
定
士
・
人

工
心
臓
管
理
技
術
認
定
士
分
担
金
の

件
平
成
25
年
度
の
上
記
負
担
金
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
０
円
に

て
本
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

（
３
）
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
実
施
基

準
管
理
委
員
会

8
月
と
9
月
に
開
催
さ
れ
た
議
事

録
に
沿
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
２
０
１

３
年
度
（
２
０
１
３
年
7
月
1
日
～

２
０
１
４
年
6
月
30
日
）の
予
算
で
、

学
会
か
ら
の
補
助
金
は
１
０
０
０
０

円
に
減
額
と
な
る
。

齋藤 綾
（東京大学心臓外科、WTS代表世話人）

卒業大学：横浜市立大学
1994年	 横浜市立大学医学部卒業
1996年	 横浜市立大学第一外科
2001年	 東京大学胸部外科
2006年	 東京大学大学院医学系研究科博士課程修了
2007年	 カナダ・ウェスタンオンタリオ大学へ臨床留学
2009年	 東京大学医学部附属病院心臓外科　助教
2013年	 東京大学医学部心臓外科　講師

好きな言葉：一期一会
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受賞者の声

2013年度
  日本胸部外科学会 優秀論文賞

「優秀論文賞を受賞して」

木ノ内 勝士
（東京慈恵会医科大学心臓外科）

卒業大学：東京慈恵会医科大学
2000年		  東京慈恵会医科大学医学部医学科卒業
2000年4月	 東京慈恵会医科大学付属病院初期研修医
2002年4月	 埼玉県立小児医療センターレジデント
2003年4月	 東京慈恵会医科大学付属病院心臓外科医員
2007年2月	 埼玉県立循環器・呼吸器病センター医員
2008年9月	 埼玉県立小児医療センター医員

2011年4月	 東京慈恵会医科大学付属病院心臓外科医員
2013年4月	 東京慈恵会医科大学付属柏病院心臓外科医員
2013年8月	 Stanford大学小児心臓外科Research Fellow

趣味：スポーツ観戦
好きな言葉：我以外皆我師也

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

呼
吸
器
・
乳
腺
内
分
泌
外
科
教

授
）
を
は
じ
め
医
局
の
先
生
方

の
ご
指
導
の
賜
で
あ
り
、
余
計

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
お

り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た

本
論
文
の
経
緯
に
つ
き
ま
し
て

簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
２
０
０
１
年
当
教
室
に
三

好
先
生
が
教
授
と
し
て
着
任
さ

れ
、
大
阪
大
学
で
研
究
さ
れ
て

い
た
肺
癌
手
術
患
者
に
対
す
る

運
動
負
荷
試
験
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

手
術
対
象
と
な
る
患
者
の
年
齢

も
上
昇
し
て
き
て
お
り
、
ま
ず

は
高
齢
者
に
対
す
る
術
前
評
価

の
一
つ
と
し
て
運
動
負
荷
試
験

を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
三
好
先
生
自
ら

が
検
査
を
主
導
さ
れ
、
我
々
教

室
員
は
検
査
方
法
・
原
理
な
ど

を
何
度
も
繰
り
返
し
指
導
し
て

頂
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
教
室
員
の
中
で
は
〝
自
転
車

こ
ぎ
〟
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま

れ
る
検
査
と
な
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
自
分
が
検
査
の
中
心

と
な
り
、
主
に
80
歳
以
上
の
術

前
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
運
動
負
荷
試
験
を
含

め
た
十
分
な
術
前
評
価
を
行
う

こ
と
で
80
歳
以
上
の
高
齢
者
で

も
、
安
全
に
肺
癌
の
手
術
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
、
い
く
つ
か

の
学
会
発
表
を
重
ね
、
今
回
の

論
文
投
稿
と
な
り
ま
し
た
。

足
か
け
10
年
近
く
の
症
例
の

集
積
・
検
討
と
な
り
ま
し
た

が
、
根
気
強
く
御
指
導
頂
き
ま

し
た
三
好
先
生
を
は
じ
め
、
現

こ
の
度
は
、
日
本
胸
部
外
科

学
会
優
秀
論
文
賞
と
い
う
栄
誉

あ
る
賞
を
賜
り
ま
し
て
身
に
余

る
光
栄
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

本
論
分
の
掲
載
に
あ
た
り
、
国

立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
病

院
小
児
心
臓
外
科
部
長
、
市
川

肇
先
生
に
「Controlled re-

perfusion

」
と
題
し
た
3
ペ

ー
ジ
に
渡
る
コ
メ
ン
ト
を
当
論

文
に
対
し
て
頂
く
栄
誉
に
も
預

日
本
胸
部
外
科
学
会
の
優
秀

論
文
賞
を
戴
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
も
三
好

新
一
郎
先
生
（
現
：
岡
山
大
学

獨
協
医
科
大
学
呼
吸
器
外
科

（�

現
：
那
須
赤
十
字
病
院
呼
吸

器
外
科
）

梅
津 

英
央

た
だ
き
、
継
続
的
に
多
方
面
に

わ
た
る
ご
支
援
を
頂
く
と
と
も

に
、
温
か
な
御
指
導
を
賜
り
ま

し
た
、
同
講
座
主
任
教
授
、
橋

本
和
弘
教
授
に
謹
ん
で
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

改
め
て
本
学
会
の
栄
え
あ
る
賞

を
頂
き
ま
し
て
、
編
集
委
員
、

選
考
委
員
、
な
ら
び
に
日
本
胸

部
外
科
学
会
会
員
の
先
生
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

か
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

執
筆
し
て
頂
い
た
市
川
先
生
に

は
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
受
賞
致
し
ま
し
た
論
文

は
、ブ
タ
開
心
術
モ
デ
ル
に
て
、

晶
質
液
心
筋
保
護
液
単
回
投
与

に
よ
る
長
時
間
虚
血
後
に
、
高

濃
度
の
Ｐ
Ｄ
Ｅ 

Ⅲ
阻
害
薬
、オ

ル
プ
リ
ノ
ン
を
添
加
し
た
Ｔ
Ｗ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
投
与
し
、
同
薬
剤
の

心
筋
保
護
作
用
の
み
に
よ
る
心

筋
虚
血
再
潅
流
障
害
抑
制
効

果
、
心
機
能
回
復
効
果
を
論
じ

た
も
の
で
す
。

近
年
の
心
臓
手
術
成
績
は
著

し
く
向
上
し
て
い
る
も
の
の
、

現
在
臨
床
に
て
使
用
さ
れ
て
い

る
心
筋
保
護
法
が
心
筋
虚
血
再

潅
流
障
害
に
伴
う
術
後
心
筋
障

害
を
完
全
に
回
避
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
こ
と
に
手
術
の
複
雑

化
に
伴
う
長
時
間
心
筋
虚
血
時

間
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
重
症

例
、
予
期
せ
ぬ
長
時
間
心
停
止

症
例
、
不
適
切
心
筋
保
護
発
生

症
例
に
つ
い
て
は
、
今
を
も
っ

て
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
先
天
性
心
疾
患
を

代
表
と
し
た
小
児
症
例
、
未
熟

心
筋
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

の
心
筋
保
護
法
は
十
分
で
あ
る

と
は
い
え
ず
、
心
筋
保
護
効
果

を
増
強
す
る
付
加
的
治
療
戦
略

は
、
今
も
っ
て
な
お
重
要
な
研

究
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

当
論
文
の
作
成
に
あ
た
り
、

実
験
方
法
論
、仮
説
の
重
要
性
、

科
学
的
思
考
方
法
の
組
み
立
て

方
法
を
含
め
て
終
始
熱
心
な
御

指
導
、
御
校
閲
を
賜
り
ま
し
た

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
心
臓
外

科
学
講
座
、森
田
紀
代
造
教
授
、

ま
た
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

こ
の
度
、
２
０
１
３
年
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
（
２
０
１
２
年
Ｖ
ｏ
ｌ
．

60
）
優
秀
論
文
賞
心
臓
血
管
外

科
分
野
を
受
賞
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。
伝
統
あ
る
日
本
胸
部
外

科
学
会
か
ら
素
晴
ら
し
い
賞
を

戴
き
、
大
変
名
誉
な
事
と
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
選
考
戴
き
ま
し

た
会
誌
編
集
委
員
会
、
理
事
会

の
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

優
秀
賞
を
戴
い
た
論
文
は

『Risk-adjusted and case-
m

atched com
parative study 

betw
een antegrade and 

retrograde cerebral perfu-
sion during aortic arch sur-
gery: based on the Japan 
Adult Cardiovascular Sur-
gery D

atabase

』で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｖ
Ｓ
Ｄ
の
デ
ー
タ
を
用
い
、
非

解
離
弓
部
大
動
脈
待
機
手
術
を

対
象
に
Ｓ
Ｃ
Ｐ
と
Ｒ
Ｃ
Ｐ
の
脳

保
護
効
果
をRisk-adjusted

法
、Case-m

atched

法
を
用

い
比
較
検
討
し
た
研
究
で
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｐ
と
Ｒ
Ｃ
Ｐ
は
、
手
術
死

亡
お
よ
び
脳
梗
塞
合
併
に
関
し

て
は
同
等
の
臨
床
成
績
を
示
し

ま
し
た
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｐ
は
一
過
性

脳
神
経
障
害
お
よ
び
血
液
透
析

施
行
の
合
併
率
が
僅
か
で
す
が

高
率
で
あ
っ
た
と
結
論
し
ま
し

た
。２

０
０
８
年
に
初
回

の
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
デ
ー

タ
利
用
申
請
に
応
募
し

採
択
戴
い
た
研
究
の
た

め
、
日
本
を
代
表
す
る

発
表
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｖ
Ｓ
Ｄ
の
重
要
性
・
有

用
性
を
証
明
し
な
く
て

な
ら
な
い
と
の
ス
ト
レ

ス
が
大
き
か
っ
た
研
究

で
し
た
。
２
０
１
０
年

にAATS Aortic Sym
-

posium
 2010

で
発
表

し
、
発
表
論
文
と
し
て

Ｊ
Ｔ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
投
稿
し

２
回revise

を
受
け
ま

し
た
が
、Ｒ
Ｃ
Ｐ
、Ｓ
Ｃ

Ｐ
時
間
の
項
目
が
Ｊ
Ａ

Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
に
は
無
く
、

詳
し
い
解
析
が
で
き
な
か
っ
た

た
めaccept
に
は
至
ら
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
面

で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
を
用
い

た
研
究
の
可
能
性
と
限
界
の
両

面
が
実
感
で
き
た
研
究
で
し

た
。
今
回
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
優
秀
論

文
賞
を
受
賞
で
き
た
事
は
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
事
業
の
優
秀
性
を

証
明
で
き
た
証
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
登
録
に
ご
尽
力
戴
き

ま
し
た
皆
様
の
労
に
報
い
る
事

が
で
き
た
と
大
変
安
堵
し
て
い

ま
す
。

本
論
文
は
、
皆
様
が
登
録
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
、
共
著
者
の
宮

田
裕
章
先
生
が
統
計
解
析
さ

れ
、
そ
の
デ
ー
タ
に
私
が
文
章

を
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
私
の

果
た
し
た
役
割
は
大
き
な
も
の

で
は
無
い
と
思
っ
て
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
機
構
の
本

村　

昇
先
生
、上
田
裕
一
先
生
、

高
本
眞
一
先
生
に
は
、
論
文
作

成
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
指
導

名
古
屋
大
学
大
学
院

心
臓
外
科

碓
氷 

章
彦

梅津 英央
（那須赤十字病院呼吸器外科）

1995年3月	 獨協医科大学　卒業
1995年5月	 獨協医科大学胸部外科　入局
2000年2月	 米国ミシガン大学胸部外科　留学
2010年4月〜�　大田原赤十字病院（現：那須赤十字病院）

呼吸器外科

趣味：ドライブ・サッカー
好きな言葉：一歩ずつ

を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
論
文
は
弓
部
大
動
脈
手
術

に
お
け
る
脳
保
護
法
に
つ
い
て

の
本
邦
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と

な
り
ま
す
。
結
論
も
明
白
で
、

引
用
し
易
い
論
文
と
思
い
ま

す
。
皆
様
に
是
非
引
用
し
て
戴

き
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
獲
得
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
希
望
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

獨
協
医
科
大
学
呼
吸
器
外
科
教

授
で
あ
る
千
田
雅
之
先
生
、
そ

し
て
医
局
の
皆
様
の
多
大
な
ご

協
力
が
な
け
れ
ば
到
底
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

心
臓
外
科

木
ノ
内 

勝
士

碓氷 章彦
（名古屋大学大学院心臓外科）

卒業大学：名古屋大学医学部
1981年	 名古屋大学医学部卒業
1981年	 大垣市民病院研修医・外科医員
1985年	 名古屋大学大学院医学研究科胸部外科・大学院生
1987年	 Toronto General Hospital、Clinical fellow
1989年	 名古屋大学大学院医学研究科胸部外科・大学院生
1991年	 愛知県立尾張病院心臓血管外科医長
1996年	 名古屋大学医学部胸部外科助手　
2001年	 名古屋大学大学院医学系研究科助教授（心臓外科学）

2007年	 名古屋大学大学院医学系研究科准教授（心臓外科学）
2012年	 名古屋大学大学院医学系研究科教授（心臓外科学）

趣味：ラグビー観戦、スキー　好きな言葉：One for all, all for one.
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先
の
日
本
胸
部
外
科
学
会
総
会
で
坂
田

理
事
長
の
再
任
が
承
認
さ
れ
、
二
期
目
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

年
の
挨
拶
と
し
て
坂
田
理
事
長
は
、
今
後

二
年
間
の
最
大
懸
案
事
項
と
し
て
新
専
門

医
制
度
の
確
立
を
挙
げ
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
制
の
導
入
・
認
定
や
研
修
施
設
群
の
構

築
、
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域
の
研
修

開
始
時
期
な
ど
、
解
決
す
べ
き
作
業
が
山

積
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

胸
部
外
科
今
昔
は
、
名
誉
会
員
で
元
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
部
長
の
渡
邊

寛
先
生
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
渡

邊
先
生
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
「
質
の
高

い
食
道
外
科
医
の
育
成
を
目
指
し
て
」
と

題
し
、
食
道
外
科
医
の
本
学
会
へ
の
入
会

の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、「
若
手
食
道
外
科
医
の
育
成
に
は
消

化
器
外
科
の
〝
箱
〟
に
留
ま
ら
ず
、
胸
部

外
科
全
体
の
知
識
の
習
得
が
必
要
」
で
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
の
日
本
胸
部
外
科
学
会

優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
た
碓
氷
章
彦
、
梅

津
秀
央
、
木
ノ
内
勝
士
3
氏
の
論
文
は
、

い
ず
れ
も
独
創
性
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し
い

内
容
で
あ
り
、心
か
ら
祝
福
い
た
し
ま
す
。

会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
優
秀
論

文
賞
を
目
指
し
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
に
ど
し
ど
し

投
稿
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。第

44
回
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
学
術

総
会
は
、
熊
本
大
学
大
学
院
心
臓
血
管
外

科
学
、
川
筋
道
雄
教
授
の
も
と
で
２
０
１

４
年
2
月
に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

学
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
選
択
」
で
す
。
熊
本
市
は
、
新
幹

線
開
通
、
熊
本
城
本
丸
御
殿
復
元
、「
く

ま
モ
ン
」
の
活
躍
な
ど
大
変
活
気
あ
る
街

で
す
。学
会
の
盛
会
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
副
委
員
長　

角　

秀
秋

編
集
後
記

第
44
回
日
本
心
臓
血

管
外
科
学
会
学
術
総
会

を
２
０
１
４
年
2
月
19

日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）

の
３
日
間
、
ホ
テ
ル
日
航

熊
本
と
周
辺
施
設
で
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
選

択
」
で
す
。
技
術
革
新
に

よ
っ
て
心
臓
血
管
外
科

は
目
覚
ま
し
い
進
歩
を

遂
げ
、
治
療
の
選
択
の
幅

が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
医
療
技
術
を
評
価

し
選
択
す
る
の
は
医
師

で
あ
り
患
者
で
す
。

学
術
総
会
で
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
６
題
（
①
急
性

冠
症
候
群
に
対
す
る
至

適
冠
血
行
再
建
術
、
②
重
症
大

動
脈
弁
狭
窄
症
の
治
療
戦
略
、

③
弓
部
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
治

療
の
選
択
、
④
フ
ォ
ン
タ
ン
手

術
の
現
状
と
課
題
、
⑤
重
症
心

不
全
に
対
す
る
治
療
の
進
歩
と

課
題
、
⑥
腹
部
大
動
脈
瘤
に
対

す
る
治
療
の
選
択
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
３
題
（
①
弁

膜
症
手
術
に
対
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

の
進
歩
、
②
胸
部
大
動
脈
瘤
の

緊
急
手
術
、
③
重
症
膝
下
病
変

に
対
す
る
治
療
選
択
、
ビ
デ
オ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３
題
（
①
次
世

代
に
伝
え
る
先
天
性
心
疾
患
手

術
の
〝
コ
ツ
〟、
②
僧
帽
弁
膜

症
手
術
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
治
療

戦
略
、
③
弓
部
大
動
脈
瘤
に
対

す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
治
療
）、

優
秀
演
題
、
会
長
要
望
演
題
20

題
、
一
般
演
題
、

ポ
ス
タ
ー
を
企

画
し
ま
し
た
。

特
別
企
画
と

し
て
、
①
新
た
な

専
門
医
制
度
、
②

心
臓
血
管
外
科

手
術
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
組
み
ま

し
た
。
特
別
講
演

「
く
ま
モ
ン
の
秘

密
」
を
熊
本
県
庁

に
お
願
い
し
ま

し
た
。
海
外
か
ら

の
招
請
講
演
はR. 

H
etzer

、M
. A. Borger

、R. 
M

. Suri

、V. H
raska

、D
. 

Shahian

、S. H
aulon

、M
. 

Sakw
a

、G
. D

i G
iam

m
arco

、

D
. Böckler

の
諸
先
生
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
学
術
総
会
前
日

の
2
月
18
日
（
火
）
に
、「
ル

チ
ー
ン
手
術
時
のknacks and 

pitfalls

」
を
テ
ー
マ
に
卒
後
教

育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
医
療
安
全
講
習
会
、
女

性
医
師
支
援
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
若

手
医
師
の
会
、
体
外
循
環
ハ
ン

ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。熊

本
市
は
、
九
州
新
幹
線
が

全
線
開
通
し
、
政
令
指
定
都
市

に
な
り
活
気
に
満
ち
て
い
ま

す
。
熊
本
城
は
築
城
四
百
年
を

記
念
し
て
本
丸
御
殿
が
大
規
模

に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
実
り
あ

る
学
会
と
な
り
ま
す
よ
う
多
数

の
会
員
な
ら
び
に
関
係
の
皆
様

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

川筋 道雄
（熊本大学大学院生命科学研究部心臓血管外科学教授）

卒業大学：金沢大学
1974年	 金沢大学医学部第1外科に入局
1979年	 金沢大学医学部第1外科助手
1985年	 同講師
1992年	 同助教授
2001年	 熊本大学医学部第1外科教授
2003年	 熊本大学大学院医学薬学研究部心臓血管外科学教授
2004年	 熊本大学医学部附属病院外科部門長

熊本大学大学院心臓血管外科学教授

川筋 道雄

第44回
日本心臓血管外科学会
学術総会について

Postgraduate Courseテキスト販売

宛　先： jats-manager@umin.net（PGCテキスト販売窓口）
件　名： PGCテキスト購入希望・入金完了（第66回）
本　文： 会員番号　T
　 氏　名
　 発送先
 ※学会登録の住所以外に送付する場合のみ記載

振込額： 1冊￥3,350（本体価格￥3,000＋発送用レターパック￥350）
口　座： みずほ銀行　飯田橋支店
 普通預金　2288186
名　義： 特定非営利活動法人日本胸部外科学会
 トクヒ）ニホンキョウブゲカガッカイ
 ※振込人名を必ず入力

併せて、過去の学術集会で行われたPostgraduate Courseのテキストも販売いたします。
第59 ～ 61・64・65回分につき、1冊￥3,350（本体価格￥3,000＋レターパック￥350）にて販売いたします。

ご購入手続き

お知ら
せ

1冊…￥3,350（本体価格…￥3,000 ＋ レターパック…￥350）

こちらはお振込の前にjats-manager@umin.net（PGCテキスト販売窓口）まで在庫のご確認を

発送は『代金のお振込み』と『事務局へのメール』が共に確認出来てからとなります

在庫僅少となっているテキストもございます。ご購入をお考えの方はお早めに！

Step1：代金のお振込み Step2：事務局へメール

10月の第66回定期学術集会で行われたPostgraduate Courseのテキストを販売いたします。
残念ながらお越しになれなかった先生方、ぜひこの機会にご購入ください。

ご注意ください！


